平成26年度　第１回　子ども権利委員会会議要旨
Ⅰ．開催日時：平成26年5月14日(水)　午前10時～11時45分
Ⅱ．場　　所：市役所２階　庁議室
Ⅲ．出席者：子ども権利委員会　委員長、副委員長、委員7名　(欠席委員１名)
　　　　　　　事務局　　　　　　子ども部長、子ども家庭室長、子ども相談員、
子ども家庭室員、
Ⅳ．内容
１．委任状の交付

２．あいさつ

３．議事

①子ども条例関連事業の取組みについて（資料１）
事務局より報告
○子どもの権利週間の期間に、休日や夜間の相談受付を設け、さらに、通話無料サービスを導入したということですが、相談件数５件の年齢層は？
⇒中学生、高校生、小学生。中高生は、携帯からの相談電話です。
○養育困難、ネグレクトなど、19歳以上になった人はどのように対応しているのですか。
⇒次の機関に繋ぎ、どこかの機関が継続をしてということになります。20歳になれば成人ということになり、どこかが繋がっている状態です。
○10月4日、5日に三重県が伊賀のゆめドームで子育てわくわく応援フェスタというイベントをするそうなのですが、パネル展示などは考えているのですか？
⇒子ども条例の啓発を行う予定です。
○毎年子ども条例啓発講演会は夏休みの時期に開催されますが、時期は決まっているのですか？夏休みはどうなのかなと、思ってみたり学校の先生には、出やすい時期なのだなとも思いますが、どうでしょうか。
⇒両方の面があると思います。今回につきましては、先生のご都合もあり8月末日になりました。今後は検討させていただきます。

○視察と研修等について、全国シンポジウムの参加は、全国のネットワークを作っているこの時に、2名くらいの参加はできないのでしょうか。
⇒今年度については、開催場所が青森で遠方のため、相談員1名、前日の関係職員の日程から参加出来るようにしています。
②ばりっ子すくすく計画の見直しのためのアンケート調査の実施について（資料２．３）
事務局より説明
（質疑応答）

○つばさ学園の先生については対象外ですか？

⇒前回と同様、県職員となるので対象外です。保護者の数としては20名弱いらっしゃると思います。

○アンケート見直しについて、今回3回目ということで、委員のみなさんみていますが、4月からの新しい委員さんはいかがですか？新鮮な目で見ていただけたらいいと思います。
○みなさんが何回か見ている訳ですので、特に問題は無いかなと思います。私の学校では少なくとも聞いていない内容で、聞いたことは無いです。

○このかたちで実施していただきます。
③本年度のスケジュールについて（資料４）

事務局より説明
○アンケート調査の集計結果についてはどのような状況ですか？
集計結果は、8月の下旬くらいに権利委員会を下旬と思っていていいのですか？
⇒下旬くらいに合わせて集計結果を出させていただく予定です。
④その他

○病児病後児保育を希央台で始まっています。子どものためには、母親がいるのが一番いいと思うのですが、中々出来ないという現状があるので、保護者の方が働いている企業がやっぱり理解を示す、企業に勤めている他の職員の方が理解を示すということが前提だと思います。そのためには、市から何かしら返事を出来るような、システムというのを作って欲しいと思います。一番大変なのは働かれている保護者の方だと思います。休むと収入が減ってしまうので、市として何か対策的なものを立ててもらえたら安心して預けることも出来ると思います。将来にわたり、企業も理解を示してもらい、他の職員の方も理解を示してもらえれば、安心して子どもは親のもとで、療養出来るよう、理想に近づけるような政策が一つあればいいかなと思っています。名張市は子どもを育てやすいというような、かたちになればと思います。
⇒病児病後児保育は、市がしなければならない事業なのですが、医療機関が主になっていただくというようなことに全国的になっております。名張市は一箇所も無かったという部分では、市全体的に子どもをフォロー出来るような、中核的な施設として、メディカルセンターに４月22日から開設をしていただきました。今の時期では、利用されたのは３人、施設が設置されたということに意義があるのかなという認識をしています。

○名張市だけが、三重県下で給食を実施されていないということで中学の子ども保護者の皆様からは、何故だろうという意見も聞きます。我々の世代では、保護者がお弁当を作るのが極々当たり前でしたが、仕事の多様から、食の方で満足にお昼ご飯を食べれないというのを考えるとどうでしょうか。
○すぐに給食施設を作るの難しいのであれば、例えば400円の内200円を市が補助するなど考えていってもらえればどうでしょうか。給食の設備を新たに作るとか、或いは例えば小学校で給食を作り、中学の方に配送するなど、設備的な面よりも、補助的な面を先にしていただければ。１日も早く中学生の食育という面でもすぐに実施出来るようなことではないかなと思います。
○アレルギーの生徒もいるので、中学の給食という一律化したものではなくて、その選択性くらいの余地を持って、市も対応してくれたらと思います。中学校は多様化するから、多様化に対応したことを考えて市はやっていって欲しいなと、それも子どもの権利かなと思います。
⇒今年と来年は、小中学校の耐震の事業に2年間で集中してやって行きたいというのが、市の考え方です。基本的にはその部分で大きな財源はそこへ全力投球して行くことの方針があります。食に係る部分について、議会等でも大分議論もされております。教育委員会の施策について、課題として持たれ、対策については検討されていると思います。個々の補助の部分については、あれもこれも出来ない財政ですので、特にこの１年2年はその小中学校の耐震化でかかってきたりということが、市全体的な考え方になっております。いろんな部分では今後やっていかないといけません。本当に名張では子どもが育てやすい働きやすいところにしていかなければと思います。今は回答になっているか分かりませんが、ご了承いただきたいと思います。

○学校で、子ども権利条約が、どういうかたちでクラスの中にあるのでしょうか。条例が各クラスに一冊あれば、あるいは「名張市子ども条例」の文言の一部分でもどこかに掲示されてあれば、子どもたちの権利の考え方が変わってくると思います。教室に掲示されておれば、何かしらの先生方にも意識が出来るだろうし、子どもたちにも意識が生まれるだろうと思います。
⇒子ども相談室から、小学校の5年生のクラスに授業に行きましたが、そのクラスには、「生きる権利」「学ぶ権利」など書いて先生が作られたのが、前に貼ってありました。子ども条例について、実際に聞かせて欲しいということもあり、その学校へ行かせてもらいました。全部の学校を調査している訳ではありませんが。やはり、一人一人の意識というのも、もっと働きかけていくことが大事だと思います。市として統一したものをお金をかけて作るのも大事ですけども、作る気になれば紙に手書きで、十分出来ることであると思います。
○いじめについて、本人は意識していなくてもいじめに繋がるのだよという具体的な確証というのも欲しいなと思います。学校では、何か人権学習として、どういうようなかたちで、やっておりますか？

○道徳もご承知のように、個々の道徳の教科だとか、人権に関わっての指導もこれから入ってきます。名張市でも昨年のいじめ対策防止基本方針が策定され、各学校でも、いじめの防止の方針案を各学校から策定するというかたちで各学校は動いています。今後、今、仰られたようなかたちで少しずつ学校現場の方でも対応していかないといけないなと考えています。実際にはそういうかたちで動いてきているのは事実です。
◎ばりっこすくすく計画の推進状況の状況調査の報告について、事務局より提案。
（事務局説明）

⇒特に意見がないようでしたら、事務局の考え通りに進めて行きたいと思いますのでよろしくお願いします。
○それではその他のところでご意見ございませんか？これで平成26年度第1回子ども権利委員会事務局を終了します。
